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屋外労働に適する時間

日　下　部　正　雄

y　　l・　まえがき

　　　農業をはじめ土木， 建築その他の屋外労働についての

，、　計画を立てる場合に，1日の労働時聞を何時間と考える

ぎの力馳であろ狐咄謄暇後は大規樺の照明を
　．行5のでなげれば屋外労働の能…率がlhらないのが普通で

　　ある．ある程度以上の雨や風の場合は，屋外労働が不可

　　能と獅たり・能率があ描なかっ勧する・ま畑本
1冨で鵬ま欄題にならないカ§，外国では酷寒や猛暑のた

　　めジ屋外労働に璋しない場合も少なくない．我々はごく

　　単純に考えて，1日の労働時間8時澗，1ケ月の可働日

◇数25日などというが・実際は季節により・また地方に

ギ，より一様ではない・

☆　・中央気象台で調査している屋外労働不適天候時間（A）
ノデピ

≦　．は・’6時・から18時までの間1；1時蘭降水量1mm以1二

　　の降水のあった時間（B），10m／s以上の風の吹いた時間

1ざ、二一’（C），およびこの二つの現象が同時に起った時聞（D）

1≧，．を調べて，A＝B＋C－D　として計算したもので，この

郭一♂調査は昭和15年7月から始められ，昭和28年1月か

裟．らはパソチ・カードに打ちこまれるよ5にきめられた．，

　　　蔦の報告は昭和ユ5年1月から昭和27年12月まで
ロギマ

・・　の調査結果をま．とめたもので，調査報告もれがかなりあ

な・るので，完全なものとはいえない．しかし昭和28年以

・
，
∵降の数値がある程度累積して，立涯な結果が報告される

　　までの間，とりおえず利用者の役に立つことを念願して

暫報告するものである．

　　2．屋外労彷不適天候時藺

　　、比較的調査報告もれの少ない32の測候所について』

ll，穿屋外労働不適天候時聞の月別時数およぴ年総時数の累年

　亭均を求めた結果は，第1表のとおりである．

　　　　り　　　この表でわかるよ弓に年間の屋外労働不適天候時間

　・は，一般に裏日本では表日本にくらべて多く，特に輪

　島，豊岡では1年聞に800時聞を越し，山陰地方では

　400時聞，北陸から奥羽地方にかげては600時間を越

　　している．表日本の弓ち宮城県から東京都にかげての地

　方と，瀬戸内海をかこむ地方とは200～400時間である

　．が，ただ白河では700時間に近い．

』　　月別の屋外労働不適天候時間をみると，地方による特

　徴がよく認められる．すなわち裏日本の各地では，冬季

』’に屋外労働不適天候時聞が多く，夏季に少ない．表臼本

　の各地では，冬季に屋外労働不適天候時間が少なく，夏

　　20

季に多い．しかし実際にはとの二つの型に必ずしも分類

できない所もあり，浜田，広島，甲府，盛岡などけその，

一例ということができる．．

　屋外労働不適天候時聞は年による変動が非常に大き

い．それで調査もれの最も少ない10の測候所につい

て，1♀48～1952年の5年間の値について，変化率くま

標準偏差ノ累年卒均），を計算してみたが，はっきりした

傾向を見出すことはできなかった．しかしどちらかとい

えば，裏日本の各地は変化率の毎月の値も，年内の変動

も少ない傾向にあり，豊岡では月により17～48％，富

山では30～72％である．しかし奥羽地方で1す変動が大

きく，盛岡では月により19ん100％，白河では14～84％

であり，山形の6月め変化率は117％にも及んでいる．．

したがって今後この調査を進める時には，統計年数を揃

え，調査もれをなくし，しかもなるべく長年月にわたっ

て調査を行うごとが特にたいせつである．

　5．屋外労伽に適する時間

　我々がほしいものは，屋外労働に適する時間が，1日

に李均して何時間あるかといぢことである．それにはま

ず年間を通じて6時からi8時までの間の数字ではな

く，屋外労働のできる書間時間のろち，雨や風のため屋

外労働に適しない時間を求めるこ、とが必要である．次に

書間の時間からこの時間をさしひげば，屋外労働に適す

る時聞を求めることができる．

．まず各地の日出没の時刻から，書間の時間を計算し，

その月李均値を求める．これはその土地によって若干の

差があり，盛岡と長崎では約30分に及ぶが，だいた醇・

次のとおりである．

　　1月　10時間，2月　11時間，3月　12時聞
4月

7月

10月

13時聞，5月

14．3時間，・8月

11．3時間，11月

14時間，6月

13．5時間，9月

10・4時間亀12月

14．5時澗

12．5時間

10時聞
　次に各地の豊間におげる屋外労働不適天候時間（y）

を，’6時から18時の聞の屋外労働不適天候時間（x）

より，比例によって計算する．

　　　y＝x×m／12（mはその月の李均書間時聞）

　さらにこの甕間の屋外労働不適天候時間を，豊間時聞

よりさしひいて，これをその月の日数で割ると，その月

の屋外労働に適する時間の日李均値が得られる．第2・表

はこのよろにして求めた，屋外労働に適する時間の月別

”天気’”1・t5、一、
　　　　　一圭　　、
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　　　卒均値である．

　　　　裏日本の各地のように，冬季に屋外労働不適天候時間

　　　　の多い地方では，冬季の屋外労働に適する時間は9時間

　　　以下で，輪島では6時間前後である．しかし表日本の各

　　　地では9時間以上の屋外労働に適した時間があり，熊谷

　　　　では9．8時間に及んでいる．夏季の屋外労働に適する
＼

　　　時間の地方による差は，冬季にくらべると少い．しかし

　　　裏日本では7，8月には13時間前後の屋外労働に適す

　　　　る時間があり，鳥取の7月は13．6時間に及んでいる．

　　　表日本では裏日本にくらべると，屋外労働に適する時間

　　　　は短いが，なお12時聞程度の屋外労働に適する時聞が

　　　　ある．

　　　　第1図は1月，6月および9月におげる，屋外労働に

　　　適する時間の分布を示したものである．これによると，『

　．3『1月には表日本では屋外労働に適する時間が長く，裏日

　　　本では短い』地域による差は3．6時間に及び，2月と

　　　　ともに最も大きく季節風による降雪の影響などがよく現

　　　　われている．6月には東日本では屋外労働に適する時聞

　　　　は長く，西’日本では短く，6月の屋外労働は主として梅

、ノ　　雨に支配されることを示しているが，地域による差は

第1表 屋外労働不適天’候時間（月および年合計）

　　⊥940～1952

1月　2月　3月　4．月　5月　6月　7月　8月

2．1時間である．9月の屋外労働に適する時間は，奥

羽，北陸，山陰地方では短く，西日本では静岡および津

付近以外では長くなっており，その分布状態ば1月と6
月の欄な型を示している・地域による差は舗，☆灘

、盤蹴雛敷欝灘霧繍灘講
したものであるよれによると冬季嬉崎ではなお輔瀦

欝響欝ll薫繋l！

1灘灘羅1騨ll　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．　あとがき

　　　　　　　　、　　　　　　　　　この調査の基礎・縫

　　　　　　　　　　　　　　　　　資料となった屋外さ』ぎ

単位：醐　　』　・労働樋天候時間曇
　9月10月11月12月　年　の調査を今後・襯・『1☆

オ｝り

一｝奪

k

’ら

根　室
札　幌
盛　岡
山　形
白　河

宇都宮
前　橋
熊　谷
新　潟
富　山

輪　島
甲　府
長　野
松　本
飯　田

静　岡
名古屋
　津
示申

豊

洲

橿
松
浜
鳥

広

松
古轟
　　

一佐

熊

戸

岡

本
原

江
田

’取

島
山

知
賀

本

宮　崎
長　崎

一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一

ハ
22　　31　　39
60　　39　　41
57　　47　　73

17　　13　　35
25　　43　　52
8　　21　　25

96　　66　　57
77　　90　　61

141　　　106　　　　65

11　　20　　32
50　　42　　38
52　　36　　39
26　　24　　41

18
33
40

・23

104

26
20
64
44
44

17
22
18
36
20

33
39
38
27
128

29
25－

60
32
48

17
28
25
26
27

48
65
49
35
81

45
43
59
38
41

24
40
41
24
40

39

－
43
33
78

25
43
27
49
49

57
24
35
46
42

49
54
47
27
57

38
35
51
37
25

22
33
43
30
30

40　　29　　23
36　　44　　49
39　　28　　45
27　　27　　38
63　　69　　52

29　　36　　35
26　　25　　29
23　　32　　28
28　　33　　41
39　　38　　45

58　　58　　34
20　　18　　18
28　　42　　35
38　　．48　　36

42　　37　　34

47
50
49
36
50

　45
．40
　44
　24
　19

17
39
48
38
32『

52
50
67
45
45

52

42
34
29
17

20
47
62
46
59

33
59
52
26
54

44
42
40
87
19

32
37
50
39
48

19
15
31
27
49

17
14
24
13

、18

20
19
15
18
19

2婁

37
37
17
22

18
23
33
28

6
14
28
33
32
29

38　　一　　　一’

39　　一　　　一
48　　25　　32
44　　38　　39
52　　54　　47

19　　35
25　　25
26　　29

．38　　50

54　　52

52　　43
19　　24
38　　32
33　　30
29　　27

41
36
59
15
65

30’

36
43
45
27

26
32
38
33
31

35
41
54
19・

64

40
32
27
28
33

22
20
26・

17
・25

一　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

36　419
79　492
45　686

25　　　6　292
25　　20　352
14　　11　268
72　　　104　　　647

67　　94　684

78　　　102　　　814

15　　18　238
27　　46　428
31　　27　434
22　　　－26　　369

32
36
35
18
69

36
22
33
28
28

19
28
27
12
29

20
26
38
28
100

28
25
52
43
50

ll

25
13
26
28

431
526
565
316
839

431
385
540
463
357

241
379
424
359
398

16　35　37－39　37　59　56　34　38　30．29’23433
30　　　27　　　45　　　44　　　　36　　　57　　　53　　　30　　　29　　　18　　　22　　　30・　42ユ

1954年9’月

げるにあたって，・、，

考慮しなければな『聡．、

らないこと．をあ．．

げると，まず屋外特

労働不適天候曜間　’．

を，年間を通じて

6～18時につい．

て調査するのでは・．

なく，日出時から党

日没時について調、“i

査するか，あるい

．は1月は7’一17時ゼ、

6月は18時・30分

～19日寺といろふ　ヒ

弓に，月ごとにそ’

の時間をきめるか

いずれかによるこ

とカ§望まし㌔・．

　次に10m／s以、

上の風といろこと1

については，あま

　　　　　　　　　み　　　　　　　　　＝一1痔ノ・・

り意見はないよ弓払誉灘

であ礁ユ繭謹．
・㎜以上の降醜灘

　　　　、3㌧鰻
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腎　　　といろ基準につい

襲　・・　　ては，雨の場合は
　当　㌧　　これでよいが，一雪

　　　　の場合には屋外労　　根　室
　・　　　　　　　　　　　札　幌
　　　　働不適とは限らな　　盛　岡

　野　　・いとい弓意見亀あ　　山　形
　　　　　　　　　　　　　　白　河
　　　　るから，雪の場合

獣の基準に外て壽礪
　　　　は，さらに検討す　　熊　谷
扇．　　　　　　　　　　　　新　潟
妻｝　　　る必要があるであ　　　富　山

’概　　ろろ・裏日本にお　輪　島

緊い“　ける冬季の慣行労　　叩　府
鋭　　　　　　　　　　　　　　長　野

　　　・働時間が，この調　　松　本
　　　　　　　　　　　　　　飯　田　　　　査による屋外労働

齢　　に遣ずる時聞を越　　瀞　岡
　　　　　　　　　　　　　　名古屋
　　　　えていることは，津
　　　　　　　　　　　　　　神　戸　　　　この基準が不適当　　曲
　　　　　　　　　　　　　　豆　岡
　　　　なためであるのか
　　　　　　　　　　　　　　洲　本
　一　もしれない．　　　橿’原
鼠、　　　気温による屋外　　松　江
．　　　　　　　　　　　　　　浜　田
獣　　労働不適天候時間　　鳥　取

　　　　は，日本ではまず　　広　島

．、診考えなくともよい馨鼻

黙　　が，明るさによる　　佐　賀

酵一デ’　　　　　熊本酌　　　不適天候時間は当
膨
然
考 えなければな宮崎

　　　　　　　　　　　　　　長　崎：
，　　らない．一・定の明

漏

一貯1

㌔2！・

　　　　　　　　　　　1月

ll・夢診
愚さ　、’

第2表　　屋外労働に適する時間（日李均値） 単位：時間

1月　2月　3月　4月　5月　6月　7月　　8月．　9月　10月　11月　12月『

一　　　一　　　一　11．6

9．4　 10．0　10．6　11．5
8．4　　9．7　10．7，11．8
8．5　　9．5　　9．7　10．2

9．5　10．5　10．9　12．1
9．3　　9．6　11．0　11．5
9．8　10．3　11．2　 12．0
7．4　　8．8　 10．2　　11．2

7．9　　8．0　10．0　11．2

6．2　　7．5　　9．9　10．9

9．7　10．4　1⊥．0　12．1
8．6　　9．6　10．8　11．1

8．6　　9．8　10．8　11．3
9．3　10．2　10．7　10．8

9．5

9．1

8し9
－9．4

7．2

9．3

9．5

8．3

8．8

8．8

9．5

9．4

9．5

9．0

9．5

9．9

9．7

9．8

10．1
6．8

10．0
10．2
9．2

10．0
9．4

10．4
10．1
10．2
10．2
10．2

10．5
9．9

10．4
10．9
9．4

10．5
10．6
10．1
10．8
10．7

11．2
10．7
10．7
11．2
10．7

11．2
11．1
11．3
12．0
10．6

11．3
11．7
11．2
11．7
12．1

12．2
11．8
11．5
11．9
11．9

12．5
12．7
12．7
13．0
11．6

12．9
13．0
13．1
13．0
12．5

13．3　13．4　　12．9
12．7　12，4　　13．0
13．1　12．5　　12．4
13．1　　12．5　　　12．5

11．7　12．3　　11．7

1L2　　　一　　　一
11．2　　　一　　　一一

10．9　　10．5　　　9．5

11．0　　10．1　　　9．3

10，7　　　9．6　　　8．8

13．0　12．9　　12．9　　11．8　　10．2　　　9．7

13．5　13．2　　13．0
13．2　　13．2　　　12．6

13．2　12．7　　13．0
13．0　12．5　　12．9

11．8　12．2
13．3　　13．8

二L3．〇一12．8

12．6『　12．6
：L2．4　　i3．0

12．2
12．1
12．2
12．6
12．1

11ご6　　10．5　　 9．7

　　　　　　ワ11．6　　10．4　　10．0

11．2　　　9．串　　　8．3

10．6　　　9．7　　　8．5

9．0

7．9

3．9

9．8

9．5

9．7

7．2

7．5

13．0　　12．8　　10．7　　10．0　　　8．1　　　7．3
13．6　　　12．8　　　11．8

12．9　　13．0　　11．2

12．9　　12．9　　11．4
13．0　　　12．8　　　11．5

10．5　　10．0　　　9．5

10．3　　　9．6　　　8．8

10．4　　　9．5　　　9．3

10．5　　　9．8　　　9．3

12．4　　13．0　　　12．7　　　11．1　　　10．2　　　　9．5

12．5　12．0　　12．7
11．8　 12．3　　12．2

12．7　13．3　　12．9
12．7　12．2　　12．7

12．3．12．4
12．5　12．7
12．4　　13．0

13．1　　13．3

13．3　　13．8

13．4
12．5
12．2
12鮎6
12．8

11．3　　10．0　　　9．4

10．5　　　9．6　　　9．4

12．0　　10．7　　　9．9

10．3　　　9．3　　　8．5

12．6　　12．9　　11．5

12．7　　12．7　　11．3

12．7　　12．3　　11．0

11．0　　12．5　　11．0

13．6　　13．3　　11．5

13．7　13．1
12．6　12．9
12．0　．12．3

12．6　　12．8

12．1　　12．5

13．0　　11．6

12．5　　11．4

12．3　　11．2

12．4　　11．4

12．5　　11．4

、

1：1蔓
1：1

7．3

　10．1　　　9．4　　　9．3

　10．3　　　9．8　　　9．3

・　10．5　　　9．4　　　8．6

　10．5　　　9．6　　　8．8

　10．3　　　9．6　　　8．6

10．6
10．7
10．5
10．8
10．5

9．8　　9．7・

9．6　　9．3
9．6　　9．6

10．1　　9．3
9．6　　9．3

9．6　　9．9　10．8　11．6　12．6　12．1　12．1　　12．3　　11．2　　10．3　　　9．6　　　9．4

9．2　10．1　10．5　11．4　12．6　12．2　11．9　　12．4　　11．5　　10．7　　　9．8　　　9．2

6寺

閤

15

〃　一皿÷

10

轟鐸・
　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　9

灘鐸・
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　　　　昼問時問
　　　　屋外労働に適する時聞

　　　　慣行農業労働時間

るさ以下の場合は屋外労働不適さあって，これを考慮に

入れるならば，最初に述べた調査時間の間題は解浩する

ことになるがLichtklimaの観測が行われていない日本

では，これを調査することはむずかしい．しかし現行の一

基準によって調査したものによって も，調査もれのな

い，統計期間の揃った数字がある程度累積するならば，

いっそう実際の役に立つ屋外労働に適する時間の調査を

行弓ことができるであろう．（中央気象台琵業気象課）
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